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０
０
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前
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ン
ギ
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戦
後
︶
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嶺
の
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船
旗
」



だいがくのたから

１
０
０
年
ほ
ど
前
の
﹁
ペ
ン
ギ
ン
の
剥
製
﹂

　

流
通
経
済
大
学
の
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス・

三
宅
雪
嶺
記
念
資
料
館
で
は
︑「
ペ
ン
ギ
ン
の
剥
製
」
を
展

示
し
て
い
る
︒
三
宅
雪
嶺
（
１
８
６
０
～
１
９
４
５
）
は
︑
明
治
20
年
代
に
政
教
社
の
雑
誌
「
日
本
人
」

を
創
刊
し
︑
国
粋
主
義
を
主
張
し
た
︒
同
40
年
代
に
は
︑
雑
誌
﹃
太
陽
﹄
の
「
理
想
的
新
聞
雑
誌
記
者
」

第
１
位
に
選
ば
れ
て
い
る
︒「
雪
嶺
」
と
「
ペ
ン
ギ
ン
の
剥
製
」
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
存
在
し
た

の
か
？

　

１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
︑
新
聞
紙
上
で
南
極
探
検
の
企
画
が
報
じ
ら
れ
た
︒
企
画
者
は
退
役
陸
軍
中

尉
の
白
瀬
矗の
ぶ

で
あ
る
︒
翌
年
︑
白
瀬
は
南
極
探
検
の
費
用
補
助
を
帝
国
議
会
に
建
議
し
た
が
︑
政
府
の
対

応
は
冷
淡
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
国
民
は
熱
狂
的
に
応
援
し
︑
７
月
に
南
極
探
検
後
援
会
が
組
織
さ
れ
︑

会
長
に
大
隈
重
信
︑
幹
事
に
は
雪
嶺
ら
が
就
任
し
た
︒
雪
嶺
は
「
探
検
船
旗
」
を
考
案
し
︑
11
月
の
出
発

直
前
に
白
瀬
に
「
探
検
旗
」
を
渡
し
た＊︒
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
１
月
︑
白
瀬
は
南
極
探
検
の
最
終
到

達
地
点
を
「
大や
ま
と和

雪ゆ
き

原は
ら

」
と
命
名
し
︑
日
章
旗
お
よ
び
三
角
回
転
旗
を
掲
げ
た
︒

　

白
瀬
は
６
月
に
帰
還
し
︑
雪
嶺
を
含
む
数
人
に
ペ
ン
ギ
ン
の
剥
製
を
配
付
し
た
︒
１
９
３
６
（
昭
和
11
）

年
︑
南
極
探
検
25
周
年
記
念
と
し
て
︑
雪
嶺
が
中
心
と
な
っ
て
東
京・

芝
浦
の
埠
頭
公
園
に
開
南
丸
の
レ

リ
ー
フ
と
ペ
ン
ギ
ン
像
の
あ
る
「
南
極
探
検
隊
記
念
碑
」
を
建
碑
し
た
︒
戦
後
︑「
南
極
観
測
隊
（
南
極
越

冬
隊
を
含
む
）」
が
往
来
の
際
は
︑
雪
嶺
の
「
探
検
旗
」
を
掲
げ
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
た
︒

　

以
上
が
雪
嶺
と
ペ
ン
ギ
ン
の
剥
製
の
関
係
で
あ
り
︑「
剥
製
」
は
１
０
０
年
ほ
ど
以
前
に
製
作
さ
れ
た
︒

ペ
ン
ギ
ン
の
種
類
が
「
皇
帝
」
な
の
か
「
ア
デ
リ
ー
」
な
の
か
︑
い
つ
剥
製
に
な
っ
た
の
か
︑
現
在
︑
何

人
が
持
っ
て
い
る
の
か
な
ど
︑
疑
問
は
尽
き
ず
︑「
大
学
の
た
か
ら
」
と
し
て
一
層
興
味
が
わ
い
て
く
る
︒

な
お
︑
三
宅
雪
嶺
は
︑
本
学
の
三
宅
立
雄
名
誉
教
授
の
祖
父
に
当
た
る
︒

＊ 

同
時
期
︑
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
「
探
検
隊
旗
」
も
併
せ
て
用
い
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
た
め
︑
両
方
合
わ
せ
て
「
探

検
旗
」
と
い
っ
た
︒（
多
田
恵
一
﹃
南
極
探
検
私
録
﹄
お
よ
び
南
極
探
検
後
援
会
編
纂
﹃
南
極
記
﹄
参
照
）

流通経済大学
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　実習は、またとない体験学習です。教室で理論を
理解したら、看護実践は現場で学びます。臨床に強
い看護師の養成を目指す本学では、１年生から４年
生まで、常に看護の現場に足を踏み入れ、現場で主
体的に学ぶ機会を持てるようにしています。実習を
通して、学生がチームの一員となれる力をつけ、看
護の学びを保証します。また聖路加国際大学大学院
で看護教育を学んだ実践指導者「クリニカル ・ナー
スエデュケーター（CNE）」を配置することで、臨
床へのスムーズな移行を実現しています。

〈表紙写真〉

看護学部２年生の実習風景
（聖路加国際大学）



　創立者ルドルフ・B・トイスラーは1920年、キリスト教の精神に基づき、
教養ある看護職を育成することにより、日本の看護の質向上を目指し、 
聖路加国際病院附属高等看護婦学校を設立。指導経験豊かな米国人アリス・
C・セントジョン女史を招き、臨床看護教育および予防と保健を重視した公
衆衛生看護教育を開始しました。
　本学はトイスラー博士の建学の精神を受け継ぎ、看護保健・公衆衛生の
領域において、その教育・学術・実践活動を通じて、国内外のすべての人の
健康と福祉に貢献することを目的としています。

創立時から、看護界を牽引する人材を多数育成

大学点描



【 サービスラーニング研修 】
（フィリピン）

【 マギル大学医療英語研修 】

【 謝恩会 】

【 ヨンセイ大学交換留学 】

【 新年感謝礼拝 】

【 看護教育創立記念日 】

【 マギル大学語学研修 】 【 野外活動実習 】

4年国際看護総合実習
本学は海外留学や国際交流の機会が貴重な
経験になると考えており、すべての学生が
在学中に少なくとも1度は海外研修に参加
することを勧め、支援しています。国際看
護学の総合実習は、実際にマニラまたはカ
トマンズ（実施年度により実習地が異なり
ます）を訪れて、地域の健康問題をアセス
メントし、看護活動を実践します。

3年看護学実習
3年次の後期に行う実習は、成人、老年、
小児、精神、地域・在宅などの分野にわた
り、健康レベルと病者の特性に応じた実習
を、それぞれ2週間ずつ経験します。実習
の1日の流れの例としては、朝8時には病
棟に移動し朝の申し送りを受け、行動計画
のチェックと報告、病室の環境整備やバイ
タル測定、投薬・ベッドメイキング、介助
を行い、午前の申し送りをして大学に戻り
昼食を取ります。午後も引き続き実習を行
い15時半頃に終了。その後は実習記録を
作成します。
3年次の後期
はほぼ実習の
毎日です。

カリキュラムだけでなく、
1年を通したさまざまなイベントからも、

建学の精神に基づいた学びを実感することができます。

オープンキャンパス
年に約3回開催するオープンキャンパスで は、学生広報委
員が在学生スタッフのリーダーとして活躍 します。本学へ
の進学を熱心に検討している受験生やその 保護者の皆さん
に「聖路加らしさ」をお伝えすべく、模擬 授業や学内・病
院ツアー、学生・教職員との相談コーナー等 を運営します。

４年総合実習
4年次の前期に行う総合 実習は、これまで学んできた知識と技術を
総合するための総まとめ の実習です。小児、家族発達、ターミナル、
精神、地域、国際などか ら関心のあるテーマを選んで2週間取り組
みます。少人数のグルー プに分かれて実
施され、グループの一員 として、主体的
に自らの役割と機能を発 揮しながら働き
かける能力を養っていき ます。

9月

3月

8月

2月

7月

1月

1 year of College of Nursing

卒業式

なつかしい
4年を振り返り
感謝をこめて…



オリゼミ＠清泉寮
看護学部の新入生は入学後すぐに山梨県清
里の清泉寮にて1泊2日の新入生オリエン
テーションセミナーに参加します。グルー
プワークやフィールドワーク、先輩や教職
員との交流会などを通し、これからの学生
生活をイメージしながら2日間一緒に過ご
します。

チャペルアワー
チャペルアワー委員が中心となって、毎週
水曜日のお昼休みに聖ルカ礼拝堂でチャペ
ルアワーを開催します（自由参加）。礼拝で
は聖書を読むことや賛美歌を歌うことを通
じて、聖書に書いてあることの意味や意義
を学びます。聖書にちなんだ劇や、ゲスト
を招いたお話会等の企画もあります。

クリスマスの集い
本学の学生に最も人気のある行事の一つが
「クリスマスの集い」です。この集いは学
生自治会とチャペルアワー委員が中心と
なって運営しています。2部構成となって
おり、1部がチャペルでの礼拝、2部が祝
会となっており、最後は参加者全員でハレ
ルヤを大合唱するというのが定番です。

体育デー
体育デーは「他学年の学生や教
職員と親睦を深め、身体を動か
し、気持ちの良い汗を流し、楽
しむこと」を目的とした大学行
事です。球技や綱引き、チーム
対抗リレーなど7種目で勝敗を競
い合います。有志によるダンス
パフォーマンスも披露されます。

白楊祭
白楊祭は、学生の学生による学生のための
学園祭です。学生たちがアイディアを出し
合い、メインテーマを決め、模擬店やグッ
ズ販売、看護体験コーナー、バザーなどを
開催。ゲストを招いての講演会もあります。

オープンキャンパス
年に約3回開催するオープンキャンパスで は、学生広報委
員が在学生スタッフのリーダーとして活躍 します。本学へ
の進学を熱心に検討している受験生やその 保護者の皆さん
に「聖路加らしさ」をお伝えすべく、模擬 授業や学内・病
院ツアー、学生・教職員との相談コーナー等 を運営します。

４年総合実習
4年次の前期に行う総合 実習は、これまで学んできた知識と技術を
総合するための総まとめ の実習です。小児、家族発達、ターミナル、
精神、地域、国際などか ら関心のあるテーマを選んで2週間取り組
みます。少人数のグルー プに分かれて実
施され、グループの一員 として、主体的
に自らの役割と機能を発 揮しながら働き
かける能力を養っていき ます。

4月

10月

5月

11月

6月

12月

看護学部の1年
後輩あつまれ!
見て、知って、
聞いて、触れて

入学式

通年

【形態機能
学授業】

【 クリスマスイブ礼拝 】

【ツリー飾りつけ】

聖路加
ならではの
おごそかな
クリスマス

はじめまして!
今日から
かけがえのない
仲間になろう
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本
学
の
看
護
教
育
は
、
１
９
２
０
年
創
立
の
聖
路
加
国
際
病
院
附
属
高
等
看
護
婦
学

校
か
ら
始
ま
っ
た
。
１
９
６
４
年
に
聖
路
加
看
護
大
学
看
護
学
部
と
し
て
私
立
初
の
４

年
制
看
護
教
育
を
開
始
。
１
９
８
０
年
に
大
学
院
博
士
前
期
課
程
、
１
９
８
８
年
に
看

護
学
研
究
科
で
は
日
本
で
初
め
て
博
士
後
期
課
程
を
設
置
す
る
な
ど
、
先
進
的
か
つ
最

高
レ
ベ
ル
の
高
等
看
護
教
育
を
追
求
し
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０
１
４
年
、
聖
路
加
国
際

病
院
と
組
織
を
一
体
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
床
実
習・

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

型
学
習
の
充
実
や
国
際
化
の
推
進
な
ど
も
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
に
は
公

衆
衛
生
大
学
院
を
開
設
。
今
後
の
看
護
教
育・

研
究
と
の
連
携
も
模
索
さ
れ
る
。

　

２
０
２
０
年
に
本
学
は
、
看
護
教
育
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
国
内
外
の
臨
床・

教

育・

研
究
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
看
護
師
を

輩
出
す
べ
く
、
変
化
と
発
展
を
続
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

看
護
教
育
１
０
０
年
に
向
け
て

福
井 

次
矢
●
聖
路
加
国
際
大
学
学
長
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
私
立
大
学
連
盟
会
員
法
人
な
ら
び
に
加
盟
大
学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
私
立
大
学
連
盟
は
、
昨
年
、『
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来
像
』
を
と
り
ま
と
め
、
私
立
大
学
の
将
来
の
方
向
性

と
重
要
性
を
示
す
べ
く
、
会
員
法
人
は
も
と
よ
り
国
や
産
業
界
な
ど
に
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
こ
こ
数
年
、
政
府
や
政
財
界
な
ど
が
大
学
の
あ
り
方
に
強
い
関
心
を
示
し
、
大
学
改
革
を
求
め
る
声
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
わ
が
国
の
急
速
な
少
子
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
の
遅
れ
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
衰
退
、

第
４
次
産
業
革
命
やSociety 5.0 

へ
の
対
応
、
格
差
の
拡
大
な
ど
の
社
会
環
境
の
大
き
な
変
化
に
大
学
教
育
は
対
応
し
て
い
な

い
と
い
う
厳
し
い
見
方
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
の
中
で
、
大
学
は
教
育
目
標・

教
育
手
法
な
ど
を
大
き
く
変
え
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
は
既
存
の
産
業
構
造
を
前
提
に
知
識
集
積
型
の
教
育
を
続
け
て
き
た
も
の
が
、
今
あ
る
仕
事
の
半
分
は
今
後
10
年
か
ら
20

年
の
間
に
自
動
化
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
時
代
、
先
の
見
え
な
い
不
透
明
な
時
代
に
お
い
て
は
、
未
知
の
問
題
を
自
分
の
頭
で
考

え
解
決
策
を
見
い
だ
す
力
を
育
て
る
こ
と
を
大
学
教
育
の
目
標
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

鎌
田 

薫
●
私
大
連
会
長・

早
稲
田
大
学
前
総
長

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
役
割

2 0 1 9
年 頭 所 感
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一
方
で
、
次
々
に
提
示
さ
れ
る
国
の
高
等
教
育
政
策
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
ま
ま
多
方
面
か
ら
の
批
判
的
な
圧
力
に

応
え
よ
う
と
し
て
断
片
的
な
政
策
、
高
等
教
育
政
策
全
体
の
整
合
性
を
欠
い
た
政
策
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
行
政
の
状
況
が
、
結
果
的
に
、
私
立
大
学
に
教
育
の
画
一
化
を
押
し
つ
け
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う

強
い
危
機
意
識
か
ら
、
私
大
連
で
は
昨
年
９
月
に
『
高
等
教
育
政
策
に
対
す
る
私
大
連
の
見
解
』
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

私
立
大
学
の
活
動
の
礎
は
、
私
立
大
学
の
自
律
性
に
基
づ
く
多
様
な
教
育
研
究
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
あ
り
ま
す
。
社
会
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
大
学
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
私
立
大
学
は
、
自
ら
が
積
極
的
に

改
革
を
行
い
、
新
し
い
時
代
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
姿
を
世
の
中
に
見
せ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
姿
勢
こ

そ
が
、
私
立
大
学
の
「
自
律
性
」
と
「
多
様
性
」
を
担
保
す
る
拠
り
所
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

公
財
政
支
出
に
お
け
る
国
私
間
の
格
差
、
そ
の
格
差
を
さ
ら
に
拡
大
化
さ
せ
る
高
等
教
育
の
無
償
化
施
策
、
教
育
成
果
の
可

視
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
や
地
方
創
生
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
、
大
学
の
連
携
統
合
、
就
職
採
用
活
動
問
題
な
ど
、
私
立
大
学

を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
短
期
的
な
経
済
効
果
を
重
視
し
た
議
論
に
よ
り
高
等

教
育
が
果
た
す
機
能
の
本
質
か
ら
離
れ
た
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
は
、
私
立
大
学
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
オ
ー

ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
情
報
感
度
と
情
報
発
信
力
を
高
め
、
私
立
大
学
の
存
在
意
義
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
法
人・

加
盟
大
学
の
皆
さ
ま
と
危
機
意
識
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
私
立
大
学
の
新
し
い
潮
流
を
作
り
出
す
行
動
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
私
大
連
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
協
力・

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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１　
人
間
の
権
威
の
自
覚

　

周
知
の
通
り
、
２
０
１
８
年
は
明
治
維
新
１
５
０
年
の
記

念
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
維
新
の
出
来
事
を
境
に
、
日
本
社

会
は
未
曾
有
の
転
換
を
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
幕
末

か
ら
維
新
に
か
け
て
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
人
々
の
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
の
も
当
然
で
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
激
動
の
時
代
に
活
躍
し
た
諸
藩
の
志

士
た
ち
は
映
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
。
２
０
１
８
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」

も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
私
も
毎
週
の
よ
う
に
観
て
い
た
ひ

と
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
明
治
維
新
の
こ
と
を
考
え
る
た
び
に
想

起
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
大お

さ

佛ら
ぎ

次
郎
の
主
著
『
天
皇
の
世
紀
』

の
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
「
浦
上
四
番
崩
れ
」
に
つ
い
て
の
記

述
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
社
版
文
庫
で
は
、
一
五
巻
「
新
政
の

府
」
か
ら
一
六
巻
「
武
士
の
城
」
の
両
巻
に
ま
た
が
る
「
旅
」

と
い
う
章
が
そ
れ
で
あ
る１。

　

幕
末
期
に
、
信
仰
を
公
表
し
た
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
そ

れ
ま
で
２
５
０
年
に
わ
た
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
じ
て
き
た

江
戸
幕
府
か
ら
改
め
て
厳
し
い
迫
害・

弾
圧
を
受
け
、
さ
ら

に
禁
教
政
策
を
引
き
継
い
だ
明
治
政
府
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る

弾
圧
を
被
り
、
諸
藩
に
配
流
さ
れ
た
。
流
刑
先
で
は
虐
待・

拷
問
な
ど
、「
緩
慢
な
殉
教
」
と
よ
ば
れ
る
ほ
ど
の
辛
酸
を
な

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
３
０
０
０
人
を
超
え
る
配
流
者
、
６

６
０
余
名
の
犠
牲
者
が
出
た
と
い
わ
れ
る
。

　

大
佛
次
郎
は
、
一
般
の
日
本
史
な
ど
で
は
さ
ほ
ど
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
実
に
詳
細
緻
密
に
記
述

し
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
の
段
落
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

浦
上
切
支
丹
の
「
旅
の
話
」
は
、
こ
の
辺
で
打
切
る
。

田
畑 

邦
治
●
白
百
合
女
子
大
学
学
長

そ
れ
で
も
な
お
人
格
教
育
を
目
指
し
て

―
人
材
教
育
の
趨
勢
の
中
で

―
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私
が
こ
の
事
件
に
、
長
く
拘こ

だ
わり

過
ぎ
る
か
に
見
え
た
の

は
、
進
歩
的
な
維
新
史
家
も
意
外
に
こ
の
問
題
を
取
上

げ
な
い
し
、
然
し
、
実
に
三
世
紀
の
武
家
支
配
で
、
日

本
人
が
一
般
に
歪
め
ら
れ
て
卑
屈
な
性
格
に
な
っ
て
い

た
中
に
浦
上
の
農
民
が
ひ
と
り
「
人
間
」
の
権
威
を
自

覚
し
、
迫
害
に
対
し
て
も
決
し
て
妥
協
も
譲
歩
も
示
さ

な
い
、
日
本
人
と
し
て
は
ま
っ
た
く
珍
し
く
抵
抗
を
貫

い
た
点
で
あ
っ
た
。
当
時
、武
士
に
も
町
人
に
も
、こ
れ

ま
で
強
く
自
己
を
守
っ
て
生
き
抜
い
た
人
間
を
発
見
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
。
権
利
と
言
う
理
念
は
ま
だ
人
々

に
な
い
。
し
か
し
、彼
ら
の
考
え
方
は
明
ら
か
に
そ
の
前

身
に
当
る
も
の
で
あ
っ
た
。�（
第
一
六
巻
、
一
二
二
頁
）

　

長
い
引
用
と
な
っ
た
が
、
こ
の
文
章
は
読
む
た
び
に
胸
に

迫
る
も
の
が
あ
る
。
日
本
の
歴
史
を
学
び
、
そ
の
中
で
教
育

の
問
題
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
こ
に
い
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
１
５
０
年
前
の
こ
と
に
終
わ
ら
な
い
、
現
代
に
ま
で

及
ぶ
強
烈
な
何
か
を
示
唆
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
私

に
は
、「
日
本
人
が
一
般
に
歪
め
ら
れ
て
卑
屈
な
性
格
に
な
っ

て
い
た
中
に
浦
上
の
農
民
が
ひ
と
り
「
人
間
」
の
権
威
を
自

覚
し
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
と
思

わ
れ
る
。

　

人
間
の
権
威
、
人
間
の
権
利
、
換
言
す
れ
ば
、
人
間・

人

格・

個
人
の
尊
厳
と
い
っ
た
こ
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
人
間
の
営
み
を
通
し
て
獲
得
さ
れ
て
く
る
も
の
な
の
か
。

抽
象
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
で
は
な
く
、
歴
史
の
事
実
と

し
て
、
い
っ
た
い
誰
が
そ
れ
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
の
か
。
歴

史
の
表
面
に
は
必
ず
し
も
現
わ
れ
て
こ
な
い
、
無
名
の
人
々

の
営
々
た
る
努
力
、
戦
い
、
忍
従
を
通
し
て
、
昔
も
今
も
、

最
も
大
切
な
価
値
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

明
治
に
入
っ
て
か
ら
、
こ
の
弾
圧
は
広
く
諸
外
国
の
知
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
時
ち
ょ
う
ど
欧
米
を
視
察
し
て
い
た
遣
欧

使
節
団
一
行
は
、
こ
れ
が
国
際
条
約
締
結
の
障
害
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
１
８

７
３
（
明
治
６
）
年
２
月
24
日
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
実
に

２
６
０
年
に
及
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
令
が
廃
止
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

２　
「
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
す
べ
て
と
な
る
」

　

さ
て
、
こ
の
禁
教
令
が
解
か
れ
て
か
ら
わ
ず
か
５
年
後
の

１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
シ
ャ
ル
ト
ル
聖

パ
ウ
ロ
修
道
女
会
の
３
人
の
修
道
女
が
函
館
に
派
遣
さ
れ
た
。

現
在
、
日
本
各
地
で
教
育・

福
祉
に
広
く
活
動
す
る
「
白
百
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合
学
園
」（
大
学
、
高
校
、
中
学
校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
、
養

護
施
設
な
ど
）
の
発
端
で
あ
る
。

　

こ
の
修
道
女
会
が
ア
ジ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
フ
ォ

ル
カ
ー
ド
司
教
は
、
日
本
の
開
国
を
待
っ
て
香
港
に
滞
在
し

て
い
た
時
、「
非
常
に
多
く
の
捨
て
子
た
ち
の
惨
状
を
目
の
当

た
り
に
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
戻
り
、
姉
が
入
会
し
て
い
た
シ
ャ

ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
に
、
孤
児
た
ち
の
世
話
を
す
る

ス
ー
ル
（
修
道
女
）
た
ち
を
香
港
に
派
遣
し
て
く
れ
る
よ
う

要
請
し
た２」
と
い
う
。
函
館
に
到
着
し
た
修
道
女
た
ち
も
、

孤
児
院・

施
療
院・

子
女
の
た
め
の
学
校
な
ど
、
社
会
福
祉・

教
育
の
分
野
に
生
涯
を
捧
げ
て
活
躍
し
た
。

　
「
孤
児
」
と
い
う
、
ま
さ
に
「
人
間
の
権
威
」
が
危
機
に
瀕

し
て
い
る
状
態
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
単
純

に
し
て
否
み
よ
う
の
な
い
声
に
従
お
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
白
百
合
女
子
大
学
の
創
立
の
基
盤
で
あ
る
こ

の
修
道
女
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
す
べ

て
と
な
る
」
と
い
う
聖
パ
ウ
ロ
の
言
葉
で
あ
る
（
新
約
聖
書

『
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
Ｉ
』
９
章
22
節
）。
相
手
の
救

済
、
救
い
の
た
め
に
は
、
自
分
の
立
場
に
執
着
せ
ず
に
全
面

的
に
相
手
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
誰

も
が
一
個
の
尊
厳
を
有
す
る
主
体
で
あ
り
自
由
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
自
分
だ
け
が
享
受
す
る
の
で
は
な
く
、
困
窮
に
あ
る

他
者
の
た
め
に
は
、
時
に
は
そ
の
自
由
を
二
の
次
に
し
て
仕

え
る
も
の
と
な
る
、
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

白
百
合
女
子
大
学
で
は
、
こ
の
修
道
会
の
モ
ッ
ト
ー
を
宗

教
教
育・

人
間
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
折
り
あ
る
ご
と

に
伝
え
て
き
た
。
こ
れ
が
ど
れ
だ
け
実
際
に
学
生・

卒
業
生

に
浸
透
し
て
い
る
か
は
明
示
的
に
は
測
り
が
た
い
が
、
正
し

い
道
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

確
か
に
、
し
ば
し
ば
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
己
実
現

や
自
己
の
能
力
の
開
発
は
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
教
育・

学
習
の
場
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ
れ
は
注
意
し
な
け
れ
ば
、
自
己
中
心
と
な

り
、
苦
境
に
あ
る
他
者
へ
の
無
関
心
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て

は
社
会
の
格
差
や
不
均
衡
へ
の
加
担
者
に
さ
え
な
り
か
ね
な

い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
自
己
実
現
」
と
「
他
者
へ
の
関
心
」
は
、
私
た
ち

人
間
存
在
の
基
本
中
の
基
本
テ
ー
マ
と
い
っ
て
よ
い
も
の
だ
。

こ
の
二
要
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
成
長
す
る
こ
と
が
教
育
の
目

的
で
も
あ
る
が
、
実
際
に
は
至
難
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
私

た
ち
は
常
に
経
験
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
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２
０
１
８
年
８
月
下
旬
、
東
南
ア
ジ
ア
お
よ
び
東
ア
ジ
ア

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
連
盟
（A

SEA
CCU

: T
he A

ssociation 
of Southeast and East A

sian Catholic Colleges 	
and U

niversities

）
の
学
生・

教
職
員
に
よ
る
国
際
集
会
が

広
島
で
開
催
さ
れ
、
本
学
か
ら
も
５
人
の
教
職
員
と
５
人
の

学
生
が
選
抜
さ
れ
て
参
加
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
カ
ト
リ
ッ
ク

大
学
と
平
和
教
育
」
で
あ
っ
た
。
参
加
者
の
報
告
会
で
学
生

た
ち
が
口
を
そ
ろ
え
て
語
っ
た
の
は
、
こ
の
集
会
に
参
加
し

て
、
自
分
の
英
語
力
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、

こ
れ
ま
で
自
分
が
平
和
の
問
題
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
、
多
く
の
ア
ジ
ア
の
学
生
と
友
達
に
な
れ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

さ
さ
や
か
な
報
告
会
で
あ
っ
た
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

大
き
く
、
私
に
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
「
自
己

実
現
」
と
「
他
者
へ
の
関
心
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
密
接

に
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
わ
れ
わ
れ
が
心
を
開
け
ば
、
こ
の

二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
は
意
外
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
得
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
学
生
た
ち
が
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

３　
人
材
と
人
格

　

先
に
、
自
己
実
現
と
他
者
へ
の
関
心
が
二
つ
な
が
ら
に
し

て
教
育
の
目
的
だ
と
述
べ
た
の
は
、「
教
育
基
本
法
」
を
連
想

し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
基
本
法
に
つ
い
て
は
、
２
０

０
６
（
平
成
18
）
年
の
改
正
時
を
中
心
に
大
き
な
議
論
が
な

さ
れ
た
が
、「
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
」
る
こ
と
、「
公
共
の

精
神
を
尊
び
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備
え
た
人
間
の

育
成
を
期
す
る
」
こ
と
（
以
上
「
前
文
」）
に
つ
い
て
は
さ
ほ

ど
の
対
立
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
こ
れ
を
受
け
て
、
第
一

条
「
教
育
の
目
的
」
が
「
人
格
の
完
成
を
目
指
」
す
こ
と
と

宣
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
人
格
の
完
成
」
と
は
あ
ま
り
に
現
実
離
れ
し
た
理
想
に
見

え
、
ま
た
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
の
な
い
抽
象
論
に
も
感
じ
ら
れ

て
、
教
育
現
場
で
は
あ
た
か
も
神
棚
に
掲
揚
さ
れ
た
護
符
の

よ
う
な
印
象
を
も
っ
て
扱
わ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
真
剣
に
議

論
す
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
人

格
を
広
く
人
間
の
望
ま
し
い
あ
り
方
（
人
間
性
）
と
受
け
取

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
実
際
に
教
育
の
現
場
で
教
師

が
行
っ
て
い
る
営
み
に
お
い
て
は
、
自
己
実
現
（
個
人
の
尊

厳
）
と
公
共
心
（
他
者・

社
会
へ
の
関
心
）
の
両
面
が
無
意

識
の
内
に
も
人
格
の
内
容
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
人
格
」
は
意
識
的
な
課
題
と
し
て
は
冷
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遇
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
教
師
の
努
力
も
空
し
く
、
教
育
全
体
、

学
校
全
体
は
結
局
の
と
こ
ろ
他
人
よ
り
も
「
で
き
る
子
」
と

「
で
き
な
い
子
」
を
生
産
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か３。

　

近
代
産
業
社
会
の
宿
命
と
も
い
う
べ
き
生
産
至
上
主
義
に

奉
仕
す
る
有
能
な
「
人
材
」
の
育
成
は
、「
人
格
」
が
本
来
意

味
し
て
い
た
は
ず
の
、
真
の
自
己
実
現
と
他
者
と
世
界
に
開

か
れ
た
視
野
の
広
い
人
間
性
を
養
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

最
近
で
は
、
教
育
を
め
ぐ
る
言
説
は
こ
ぞ
っ
て
「
人
材
」

「
人
づ
く
り
」
の
合
唱
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
も
っ
と
も
と
思
わ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
情
報
技
術
の
目
覚
し
い
発
展
と
い
う
現

代
世
界
の
趨
勢
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ

た
教
育
方
法
、
学
習
方
法
を
要
望
し
て
い
る
。
教
育
現
場
で

は
、
こ
れ
に
加
え
て
、「
教
育
成
果
の
可
視
化
」
が
喧
伝
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
勢
い
は
ほ
と
ん
ど
強
迫
的
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、「
人
格
」
は
も
は
や
死
語
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
て
く
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
人
間
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
形
成
さ
れ
る
「
人
材
」
だ
け
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
。『
学
習
す
る
学
校
（Schools T

hat Learn

）』
の

著
者
セ
ン
ゲ
が
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
は
修

理
の
必
要
な
「
欠
陥
品
」
で
も
、
外
部
か
ら
の
力
に
よ
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
る
「
機
械
」
で
も
、
ま
し
て
勝
手
に
扱
っ
て

よ
い
「
モ
ノ
」
で
も
な
い
。「
子
ど
も
と
は
自
発
的
に
成
長

し
、
ま
た
内
発
的
に
進
化
す
る
力
を
も
つ
、
生
き
た
シ
ス
テ

ム
で
あ
る４。」

　

西
洋
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
、
哲
学
者
や
教
育
学

者
た
ち
は
、
人
間
の
こ
の
「
機
械
」
で
も
「
モ
ノ
」
で
も
な

い
あ
り
か
た
を
指
し
て
、「
人
格
」（
ペ
ル
ソ
ナ
）
と
呼
び
、

そ
の
内
実
は
、
理
性
と
意
志
に
よ
っ
て
広
く
真
理
と
善
に
開

か
れ
た
か
け
が
え
の
な
い
個
人
、
と
考
え
て
き
た
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
意
義
は
現
在
も
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

４　
時
流
に
抗
す
る
言
説
と
声

　

先
に
、「
現
代
世
界
の
趨
勢
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
が
、

時
代
が
ど
う
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
か
は
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
。
10
年
先
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
30

年
先
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
時
代
は
不
透
明
で
不
可
知
な
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
で
暗
中
模
索
し
な
が
ら
も
善
く
生

き
る
生
き
方
こ
そ
が
学
ば
れ
る
べ
き
だ
。
だ
と
す
る
と
、
教
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育
成
果
の
可
視
化
や
教
育
の
質
の
評
価
と
い
う
も
の
も
、
拙

速
は
避
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う５。

　

も
ち
ろ
ん
、
時
々
の
流
行
や
時
代
の
趨
勢
に
は
取
り
入
れ

る
べ
き
プ
ラ
ス
面
が
必
ず
あ
る
が
、
そ
こ
に
隠
れ
て
い
る
危

険
な
も
の
を
賢
明
に
見
抜
い
て
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
断

固
と
し
て
拒
否
す
べ
き
場
合
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
私

た
ち
に
は
時
流
に
逆
ら
う
精
神
の
自
由
が
必
要
で
あ
る
。「
言

説
」
の
こ
と
をdiscourse
（
英
）
と
かdiscours

（
仏
）
と
い

う
が
、本
来
そ
れ
は
「
流
れ
に
抗
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

人
格
教
育
と
い
う
と
き
、
学
習
の
主
体
で
あ
る
児
童・

生

徒・

学
生
の
一
人
ひ
と
り
の
声
が
、
逆
ら
い
の
声
や
言
葉・

言
説
も
含
め
て
聞
き
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

教
育
現
場
に
お
い
て
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
困
難
な
こ
と
で
あ

る
と
し
て
も
、
で
あ
る
。

　

シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
の
会
員
で
本
学
の
初
代

学
長
で
あ
っ
た
三
島
初
江
（
１
９
０
７
―
２
０
０
８
）
は
、

１
９
６
５
年
の
大
学
創
設
の
折
、
時
代
の
趨
勢
に
対
す
る
あ

り
よ
う
と
教
育
の
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
表
現
し
た
。

　
「
女
性
に
高
い
学
問
的
知
識
の
必
要
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、

彼
女
ら
は
ま
す
ま
す
多
く
の
事
を
知
り
、
多
く
の
事
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
運
命
を
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
教

育
の
目
的
は
、
時
代
の
流
れ
、
あ
る
い
は
吹
き
す
さ
ぶ
世
の

風
に
も
け
っ
し
て
動
か
さ
れ
な
い
信
念
を
胸
の
奥
底
に
も
つ

人
間
を
育
成
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
学
問
の

探
求
は
人
を
真
理
に
至
ら
せ
、
そ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
ま

こ
と
の
人
格
を
生
み
だ
す
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
、
私
ど
も
は

身
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す６」。

●
注

１　

大
佛
次
郎
、
天
皇
の
世
紀
（
15
）
新
政
の
府
、（
16
）
武

士
の
城
、
朝
日
新
聞
社
、
１
９
７
８
年
。

２　

白
百
合
女
子
大
学
創
立
50
周
年
記
念
誌
、
白
百
合
女
子
大

学
50
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
、
２
０
１
５
年
。

３　

ピ
ー
タ
ー・

Ｍ・

セ
ン
ゲ
他
著
、
リ
ヒ
テ
ル
ズ・

直
子

訳
、
学
習
す
る
学
校
（Schools T

hat Learn

）、
英
治
出

版
、
２
０
１
４
年
、
80
～
81
頁
ほ
か
参
照
。

４　

同
じ
く
、
71
頁
。

５　

苅
谷
剛
彦
講
演
「
大
学
教
育
と
は
何
か　

そ
れ
は
ど
の
よ

う
に
評
価
で
き
る
の
か

―
「
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
」
と

い
う
マ
ジ
ッ
ク
」、
日
本
私
立
大
学
連
盟
、
平
成
30
年
度
教

学
担
当
理
事
者
会
議
、
平
成
30
年
８
月
27
日
。

６　

白
百
合
女
子
大
学
創
立
50
周
年
記
念
誌
、
２
０
１
５
年
、

９
頁
。
１
９
６
４
年
12
月
20
日
発
行
の
『
白
百
合
学
園
報
』

号
外
特
集
（
白
百
合
女
子
大
学
創
設
記
念
）
か
ら
転
載
。
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